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老
人
大
学
で
は
、
毎
月
一
回
、

生
活
に
役
立
つ
講
話
や
、
郷
土
の

歴
史
や
健
康
づ
く
り
の
学
習
、
俳

句
や
短
歌
教
室
な
ど
、
年
間
十
二

回
の
日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
授

業
を
行
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご

入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
　
都
留
市
在
住
者

0
0
才
以
上
の
方

修
業
年
限
　
3
年
間

修
了
者
に
は
学
士
証
が
授
与
さ
れ

ます。
募
集
人
員
　
4
0
名

開
設
場
所
　
都
留
市
文
化
会
館

募
集
期
間

3
月
1
4
日
（
金
）
ま
で
に
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
か
直
接
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
先

都
留
市
中
央
公
民
館

℡
（
4
3
）
1
4
5
1

ご
み
処
理
施
設
の
愛
称

を
募
集

平
成
1
3
年
よ
り
建
設
に
着
手
し
た

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
地
内
の
新
清

掃
施
設
が
、
1
2
月
2
日
よ
り
稼
動
を

始
め
ま
し
た
。
施
設
全
体
の
完
成
は

平
成
1
5
年
3
月
の
予
定
で
す
。

今
後
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
施
設
の

『
愛
称
』
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
2
月
2
8
日
（
金
）
ま
で

応
募
対
象

都
留
市
・
大
月
市
の
在
住
者
で

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

次
の
事
項
を
明
記
の
上
、
官
製

は
が
き
・
F
A
X
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
愛
称
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
職
歴
・
学
年
⑥
電
話
番
号
⑦
保

護
者
氏
名
（
中
学
生
以
下
の
場
合
）

愛
称
の
発
表

審
査
後
、
両
市
広
報
に
て
発
表

応
募
先

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
3
2
7
4

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

℡
　
（
2
0
）
2
6
5
1

F
A
X
（
2
0
）
2
6
5
5

E
メ
ー
ル
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k
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r
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病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
誘
い

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

特
別
な
資
格
な
ど
は
持
た
な
く
て

も
、
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て

い
る
人
な
ら
ば
ど
な
た
で
も
活
動

で
き
ま
す
。

活
動
の
内
容
・
時
間

・
院
内
の
案
内

・
話
し
相
手
な
ど

・
初
診
受
付
及
び
再
来
受
付
案
内

・
車
椅
子
の
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
間
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
午
前
8
時
0
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
中
で
希
望

す
る
一
定
の
時
間
帯
と
し
ま
す
。

（
但
し
、
視
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
方
法

・
参
加
希
望
者
は
電
話
で
市
立
病

院
に
連
絡
し
、
面
接
日
を
決
め
て

く
だ
さ
い
。

・
病
院
よ
り
参
加
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
。

・
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
3
月

1
0
日
（
月
）
ま
で
と
し
ま
す
が
、
締

め
切
り
後
も
引
き
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

間
合
先

都
留
市
立
病
院
事
務
局

℡
（
坐
1
8
1
1
（
内
線
2
0
5
）

庶
務
担
当

㊤
都
万

「
割
引
引
潮
副
矧
日
割
捌

…
入
居
者
募
集

所
在
地
　
鹿
留
2
1
2
2
番
地

構
造
規
模

壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

5
階
建
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有
り
）

3
L
D
K
　
7
7
．
0
0
2
m
／
戸

募
集
期
間

2
月
3
日
（
月
）
～
2
8
日
（
金
）
ま
で

募
集
戸
数
　
塑
戸

入
居
可
能
日
　
4
月
1
日
（
火
）

※
入
居
申
し
込
み
が
で
き
る
方
は
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
、
世

帯
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基
準

以
内
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
建
築
住

宅
課
窓
口
に
て
募
集
案
内
を
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
な
り
ま
す
。

間
合
先
　
建
築
住
宅
課
　
住
宅
担
当
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盲
庭
教
育
講
座
（
兼
・
都
留
南

下
T
A
達
意
請
董
賽
等
開
催

め
ま
ぐ
る
し
く
動
く
社
会
の
変

化
に
と
も
な
い
、
家
庭
や
地
域
の

生
活
環
規
は
、
様
々
な
事
件
や
青

少
年
の
問
題
行
動
に
現
れ
て
い
る

よ
う
に
、
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

ま
す
。
今
だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
や

地
域
で
の
あ
り
方
を
見
つ
め
な
お

し
、
真
の
教
育
と
は
何
か
を
考
え

て
み
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
2
月
9
日
（
日
）

受
付
　
午
後
1
時

開
会
　
午
後
1
時
0
0
分

場
　
所
　
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

内
　
容

テ
ー
マ
　
「
や
る
気
、
元
気
、
活
気

あ
る
子
ど
も
・
親
」

講
　
師

ス
リ
ー
マ
イ
ン
ド
教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
部
長
　
足
立
　
佳
子

略
　
歴
　
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
を

話
せ
る
能
力
を
活
用
し
て
、
小
松

製
作
所
海
外
事
業
部
・
K
L
M
（
オ

ラ
ン
ダ
航
空
）
な
ど
に
勤
務
後
、
結

婚
、
2
児
の
母
と
し
て
地
域
住
民

の
一
人
と
し
て
様
々
な
活
動
を
通

し
て
講
師
と
な
る
。

ス
リ
ー
マ
イ
ン
ド
教
育
セ
ン
タ

ー
の
講
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
全

国
の
企
業
・
自
治
体
で
「
や
る
気
、

元
気
、
活
気
」
の
動
機
づ
け
講
演
、

研
修
を
続
け
好
評
を
得
る
。


